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（
�
頁
へ
つ
づ
く
）

準
備
も
行
っ
て
い
く
。

▪ 

広
報
委
員
会

新
任
の
委
員
３
名
が
加
わ
っ
た
こ
と

を
機
に
、
よ
り
良
い
記
事
が
書
け
る
よ

う
に
全
委
員
で
学
び
合
っ
て
い
く
。

▪ 

技
術
研
究
委
員
会

委
員
長
と
し
て
選
任
さ
れ
た
ば
か
り

で
あ
る
の
で
、
８
月
２
日
㈭
に
開
催
す

る
委
員
会
に
て
今
年
度
の
方
針
を
決
め

る
。

▪ 

技
能
委
員
会

今
年
度
の
技
能
検
定
実
技
試
験
を
７

月
15
日
㈬
に
実
施
し
た
。「
建
築
板
金

内
外
装
板
金
作
業
」
で
は
一
級
で
15
名
、

二
級
で
14
名
の
受
験
が
あ
っ
た
。

▪ 

経
営
研
究
委
員
会

委
員
会
を
ま
だ
開
い
て
い
な
い
の
で

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
フ
ァ
イ
ン
ス

チ
ー
ル
の
普
及
活
動
と
全
板
連
指
定
商

品
は
前
年
度
と
同
様
に
担
当
し
た
い
。

▪ 

保
証
委
員
会

窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
再
講
習
を

企
画
し
て
い
る
。
前
も
っ
て
受
講
希
望

の
人
数
を
知
り
た
い
の
で
、
支
部
宛
に

案
内
を
送
付
す
る
。
希
望
者
数
を
調
べ

て
報
告
し
て
頂
き
た
い
。

▪ 

技
能
士
会

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
技
能
プ
ラ

ザ
が
開
催
さ
れ
る
。
今
年
も
こ
れ
に
出

展
参
加
す
る
の
で
、
各
支
部
よ
り
世
話

人
さ
ん
に
出
て
頂
き
、
お
手
伝
い
願
い

た
い
。

▪ 

青
年
部

毎
年
１
月
に
開
催
す
る
全
国
技
能
競

技
大
会
愛
知
予
選
大
会
が
最
大
の
行
事

で
あ
る
。
11
月
に
そ
の
為
の
講
習
会
を

梅
雨
明
け
直
後
の
７
月
27
日
㈮
、
愛

知
県
板
金
工
業
組
合
は
午
後
１
時
よ
り

常
務
理
事
会
、
そ
し
て
３
時
よ
り
理
事

会
を
開
催
し
た
。

理
事
会
に
は
理
事
24
名
を
は
じ
め
、

正
副
理
事
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事

そ
し
て
相
談
役
と
青
年
部
長
が
出
席
し

た
。
出
席
者
総
数
は
42
名
、
欠
席
は
６

名
で
あ
っ
た
。

ま
ず
齋
藤
理
事
長
が
「
今
期
の
委
員

会
委
員
が
ほ
ぼ
決
ま
り
、
新
し
い
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
其
々
の
担

当
す
る
事
業
を
し
っ
か
り
と
実
行
し
て

行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
梅
雨
が
あ
け

酷
暑
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
仕
事
を
し
て
下
さ

い
」と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
入
り
、
次
の
事
項
が
審
議
ま

た
は
報
告
さ
れ
た
。

① 

第
19
期
委
員
会
構
成
に
つ
い
て

資
料
の
「
各
種
委
員
会
等
名
簿
」
の

と
お
り
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
前

期
の
技
研
厨
空
委
員
会
か
ら
分
離
し
た

厨
房
空
調
委
員
会
は
、
委
員
長
は
決
定

し
て
い
る
が
委
員
に
つ
い
て
は
現
在
人

選
中
で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
資
料
は
機
関
紙
「
愛
板
」
428
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
の
議
事
録
を
今
後
は
ブ
ロ
ッ

ク
長
と
理
事
に
送
付
す
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
委
員
の
出
欠
席

と
委
員
会
の
活
動
状
況
が
把
握
さ
れ
易

く
な
る
。

② 

各
委
員
会
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
各
委
員
長
等
よ

り
発
表
さ
れ
た
。

▪ 

総
務
委
員
会

総
代
会
、
新
年
懇
親
会
、
全
板
大
会

を
担
当
す
る
。
全
板
国
保
、
労
働
保
険
、

県
板
共
済
な
ど
の
厚
生
事
業
に
つ
い
て

も
加
入
促
進
に
努
め
る
。
ま
た
来
年
度

発
行
予
定
で
あ
る
組
合
員
名
簿
の
作
製

行
う
。
２
年
後
に
県
板
青
年
部
の
創
立

30
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
今
年
度
よ
り

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
同
じ
く

２
年
後
に
「
あ
す
な
ろ
研
究
会
」
が
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
名
古
屋
が
開
催
地
に
選
ば
れ
れ

ば
愛
知
県
板
青
年
部
の
活
性
化
の
為
に

受
け
入
れ
た
い
。

③ 

「
建
専
連　

専
門
工
事
業
総
合
補

償
制
度
」保
険
加
入
範
囲
の
拡
大

に
つ
い
て

愛
知
県
板
で
は
今
年
４
月
か
ら
「
責

任
施
工
保
証
看
板
店
」
の
み
を
対
象
に

こ
の
保
険
に
つ
い
て
案
内
を
し
て
き
た

が
、
加
入
範
囲
拡
大
の
要
望
も
有
り
、

保
険
会
社
の
「
損
保
ジ
ャ
パ
ン
」
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
保
険
制
度
に
は

三
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
そ
の
内
の

二
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
加
入
に
つ
い
て
は

「
保
証
看
板
店
」に
限
定
せ
ず
、
組
合
員

で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
以
上
が
青
島
専
務
理
事
か
ら

報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
来
所
戴
い
た
損
保
ジ
ャ
パ
ン

の
４
名
の
方
よ
り
説
明
が
あ
り
、
質
疑

も
な
さ
れ
た
。

損
保
ジ
ャ
パ
ン
側
は
説
明
の
最
後
に

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
８
月
１
日
よ
り

逐
次
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
入
っ
た
封
筒

を
組
合
員
に
郵
送
し
ま
す
。
詳
し
い
説

明
を
希
望
さ
れ
る
な
ら
、
支
部
単
位
で

も
た
と
え
１
事
業
所
で
も
訪
問
し
て
説

明
を
し
ま
す
」。

④ 

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
相
談
役

の
委
嘱（
案
）
に
つ
い
て

「
前
副
理
事
長
の
佐
藤
忠
雄
氏
を
相

談
役
に
委
嘱
す
る
」
と
す
る
（
案
）
が
理

事
長
よ
り
出
さ
れ
、
理
事
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
無
く
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
相
談
役
は
５
名
に

な
っ
た
。

他
団
体
へ
の
役
職
就
任
状
況
も
次
の

様
に
報
告
さ
れ
た
。

▲

あ
い
さ
つ
す
る
齋
藤
理
事
長

▲ 理事会風景
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県
板
青
年
部 

役 

員 

決 

定

県
板
青
年
部 

役 

員 

決 

定

（
1
頁
よ
り
つ
づ
き
）

◎
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　

副
会
長　

齋
藤
充
昭

平
成
19
年
５
月
18
日
㈮　

中
央

会
通
常
総
会
に
て
選
任
さ
れ
る
。

　

（
任
期
２
年
）

◎
全
国
板
金
業
国
民
健
康
保
険
組
合

　
　

監
事　

鈴
木
準
一

平
成
19
年
７
月
20
日
㈮　

第
76

回
全
板
国
保
臨
時
総
会
に
て
選
任

さ
れ
る
。　
　
　
　

 

（
任
期
２
年
）

⑤ 

そ
の
他

今
後
の
予
定
が
報
告
さ
れ
た
。

▪ 

尾
張
名
古
屋
の
職
人
展

９
月
28
日
㈮
か
ら
30
日
㈰
ま
で

開
催
さ
れ
る
。
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

が
担
当
で
出
展
し
、
折
り
鶴
、
亀
、

カ
エ
ル
を
実
演
販
売
す
る
。

▪ 

産
業
廃
棄
物
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度

　

 

等
に
係
る
説
明
会

　

８
月
30
日
㈭
岡
崎
会
場
に
西
三
ブ

ロ
ッ
ク
の
役
員
３
名
が
出
席
予
定
。

▪ 

第
60
回
全
板
鳥
取
大
会

　

平
成
20
年
５
月
16
日
㈮

▪ 

第
43
回
通
常
総
代
会

　

平
成
20
年
５
月
30
日
㈮

メ
ル
パ
ル
ク
に
て

▪ 

新
年
懇
親
会

　

平
成
20
年
１
月
13
日
㈰

　
　

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
担
当

メ
ル
パ
ル
ク
に
て

以
上
で
議
事
を
終
え
、
相
談
役
が
挨

拶
し
た
後
、
松
代
副
理
事
長
が
閉
会
の

言
葉
を
述
べ
た
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
７
月
15
日

㈰
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校
（
名

古
屋
市
北
区
）
に
お
い
て
19
年
度
技
能

検
定
実
技
試
験
を
実
施
し
た
。

当
日
、
三
日
程
前
に
発
生
し
た
台
風

の
進
路
が
心
配
さ
れ
た
が
、
台
風
の
影

響
な
く
午
前
９
時
に
受
付
が
開
始
さ
れ

た
。受

験
者
は
受
付
を
済
ま
せ
る
と
背
中

に
受
験
番
号
を
付
け
、
道
具
を
所
定
の

位
置
に
運
び
検
査
を
受
け
試
験
に
挑
ん

だ
。
今
年
は
一
級
15
名
、
二
級
14
名
が

受
験
し
た
。

試
験
開
始
前
、
今
井
技
能
委
員
長

（
19
年
度
よ
り
委
員
長
に
就
任
）齋
藤
理

事
長
、
鶴
見
検
定
員
（
県
立
名
古
屋
高

等
技
術
専
門
校
講
師
で
あ
り
中
立
の
立

場
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
中
村
検
定

員
か
ら
注
意
事
項
が
発
表
さ
れ
た
。
ま

た
、
一
級
の
当
日
公
表
数
値
が
鶴
見
検

定
員
よ
り
発
表
さ
れ
た
。

試
験
時
間
は
一
級
が
標
準
時
間
四
時

間
三
十
分
、
二
級
は
四
時
間
で
共
に

三
十
分
の
打
ち
切
り
延
長
時
間
が
あ
る
。

午
前
10
時
、
厳
正
な
る
会
場
監
視
の

県
板
青
年
部
は
６
月
３
日
㈰
、
県
板

事
務
所
３
階
会
議
室
に
お
い
て
平
成
19

年
度
第
一
回
幹
事
会
を
行
な
っ
た
。

重
要
議
題
で
あ
る
役
員
選
出
（
部
長

以
外
の
４
役
）
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
一
名
が
選
出
さ
れ
そ
の
中
か
ら
役
員

が
選
出
さ
れ
た
。

　

新　

役　

員

部　

長 

加
茂　

重
夫
（
一
宮
）

副
部
長 

石
川　

匡
裕
（
岡
崎
）

書　

記 

後
藤
東
洋
士
（
知
多
）

会　

計 

早
川　

隆
志
（
中
川
港
）

監　

査 

後
藤　

浩
一
（
東
三
）

幹　

事 

土
田　

幸
一
（
一
宮
）

　

〃 

蟹
江　
　

康
（
知
多
）

　

〃 

山
口　

正
則
（
東
三
）

　

〃 

毛
利　

謙
一
（
西
尾
）

　

〃 

小
倉　

賢
一
（
豊
田
）

　

〃 

伊
藤　

彰
倫
（
刈
谷
）

幹　

事 

早
川
清
史
（
碧
南
）

　

〃 

酒
井
克
幸
（
安
城
）

相
談
役 

山
下
政
樹
（
知
多
）

　

〃 

宇
野
勝
義
（
岡
崎
）

　

議　

題

一
．
県
板
青
年
部
通
常
総
会
反
省

一
．
全
板
連
青
年
部
通
常
総
会

　
　

６
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰　

　
　
　
　

大
阪
市
に
て加

茂
部
長
出
席

一
．
中
板
協
青
年
部
通
常
総
代
会

　
　
　

７
月
８
日
㈰　

名
古
屋
市
に
て

　
　
　
　

部
長
・
役
員
七
名
、

　
　
　
　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
四
名
出
席

一
．
県
板
通
常
総
代
会
報
告

一
．
あ
す
な
ろ
研
究
会

　
　

９
月
９
日
㈰
・
10
日
㈪

　
　
　
　

山
形
県
に
て
開
催

宇
野（
岡
崎
支
部
）

も
と
試
験
が
は
じ
ま
っ
た
。

午
前
中
は
う
す
曇
で
涼
し
く
感
じ
た

会
場
も
午
後
に
は
台
風
一
過
と
な
り
気

温
の
上
昇
と
受
験
者
の
熱
気
で
蒸
し
暑

く
感
じ
た
。

全
員
が
打
ち
切
り
時
間
内
に
作
品
を

提
出
し
て
実
技
試
験
が
終
了
し
た
。

翌
16
日
に
同
会
場
に
て
検
定
員
と
補

佐
員
が
厳
し
く
採
点
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
別
室
で
は
工
場
板
金

曲
げ
板
金
作
業
実
技
試
験
が
行
な
わ
れ

一
級
一
名
が
受
験
し
た
。

試
験
時
間
は
標
準
時
間
五
時
間
三
十

分
、
三
十
分
の
打
ち
切
り
延
長
時
間
が

あ
る
。

検
定
員
よ
り
試
験
当
日
発
表
の
数
値

が
公
表
さ
れ
た
。

受
験
者
は
標
準
時
間
内
に
作
品
を
提

出
し
て
実
技
試
験
が
終
了
し
た
。

翌
日
、
検
定
員
と
補
佐
員
が
厳
し
く

採
点
し
た
。

学
科
試
験
は
９
月
５
日
㈬
に
実
施
さ

れ
る
。

宇
野（
岡
崎
支
部
）

▲

実
技
試
験
風
景

（
工
場
板
金
曲
げ
板
金
作
業
）

▲

あ
い
さ
つ
す
る
今
井
委
員
長
（
左
）

▲

実
技
試
験
風
景（

内
外
装
板
金
作
業
）

平
成
19
年
度

技
能
検
定
実
技
試
験
実
施
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碧
南
支
部

碧
南
支
部

太
子
講
を
開
催
し

　

安
全
の
た
め
の
勉
強
会
も
行
う

太
子
講
を
開
催
し

　

安
全
の
た
め
の
勉
強
会
も
行
う

碧
南
支
部
は
７
月
22
日
㈰
、
午
後
１

時
半
よ
り
市
内
の
料
理
旅
館
「
だ
い

忠
」
に
て
太
子
講
を
開
催
し
、
支
部
組

合
員
29
名
中
22
名
が
出
席
し
た
。

太
子
講
は
愛
知
県
板
発
足
以
前
か
ら

有
っ
た
同
業
者
組
合
の
行
事
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
、
年
に
２
回
開
催
し
て
い

る
。
開
催
日
は
曜
日
に
関
わ
ら
ず
毎
年

１
月
22
日
と
７
月
22
日
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
大
正
時
代
か
ら
の
亡
く
な
っ
た

同
職
の
先
輩
の
追
悼
法
要
で
、
木
彫
り

の
聖
徳
太
子
像
を
ま
つ
り
、
現
在
41
名

の
先
輩
の
氏
名
と
命
日
を
記
し
た
掛
け

軸
を
掛
け
、
仏
僧
の
読
経
に
て
お
ま
い

り
を
し
て
い
る
。

仏
事
の
後
、
副
支
部
長
が
司
会
を
務

め
て
会
議
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
県
板
の

現
況
報
告
と
建
専
連
補
償
制
度
へ
の
加

入
案
内
、
西
三
板
金
連
合
会
の
事
業
と

し
て
９
月
16
日
開
催
予
定
の
救
命
講
習

の
受
講
案
内
が
あ
り
、
次
に
、
今
後
の

太
子
講
の
運
営
方
法
の
変
更
、
又
、
従

来
隔
年
で
支
部
行
事
と
し
て
全
板
大
会

に
参
加
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
改
め
１

泊
２
日
の
支
部
単
独
の
旅
行
に
切
り
替

え
る
案
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
安
全
に
つ
い
て
の
勉
強
会

に
移
っ
た
。
こ
れ
は
４
月
14
日
に
西
三

板
金
連
合
会
が
「
安
全
講
習
会
」
を
開

催
し
た
が
碧
南
支
部
か
ら
は
２
名
し
か

受
講
し
な
か
っ
た
為
、
ほ
と
ん
ど
の
組

合
員
が
出
席
す
る
こ
の
太
子
講
の
機
会

を
捉
え
て
行
わ
れ
た
。

受
講
し
た
２
名
が
講
師
役
と
な
り
、

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
た
後
、
講
習
会
で
行
わ
れ

た
と
同
様
に
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討

議
を
し
た
。
碧
南
支
部
に
お
い
て
グ

ル
ー
プ
討
議
は
初
体
験
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
が
う
ま
く
リ
ー
ド
し
て
意
見
を
纏

め
ら
れ
る
か
心
配
さ
れ
た
。
し
か
し
参

加
者
全
員
が
ま
じ
め
に
、
し
か
も
真
剣

に
意
見
を
述
べ
合
い
、
予
定
の
30
分
を

延
長
し
て
の
討
議
と
な
っ
た
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
の
采
配
も
良
く
、
ど
の
グ

ル
ー
プ
も
う
ま
く
結
論
を
纏
め
、
討
議

置
か
れ
た
ど
ん
ぶ
り
に
取
り
、
熱
々
の

ち
ゃ
ん
こ
を
頂
い
た
。
ど
ん
ぶ
り
が
大

き
い
の
で
、
２
杯
も
食
べ
る
と
も
う
腹

い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
最
後
に
ち
ゃ
ん

こ
鍋
の
中
に
ラ
ー
メ
ン
の
麺
を
入
れ
て

食
べ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
ま
た
お
い
し

か
っ
た
。
ま
た
親
方
を
は
じ
め
若
い
力

士
ば
か
り
な
の
で
、
各
テ
ー
ブ
ル
を

回
っ
て
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、

サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
子
供
た
ち
も
大

変
喜
ん
で
い
た
。

こ
の
立
浪
部
屋
に
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ

ど
有
名
な
力
士
は
い
な
い
。
十
両
の
モ

ン
ゴ
ル
出
身
の
猛
虎
浪
が
最
上
位
に
な

る
。
ま
た
こ
の
日
は
、
立
浪
部
屋
の
す

べ
て
の
力
士
が
白
星
で
親
方
も
上
機
嫌

で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

立
浪
親
方
は
元
小
結
の
旭
豊
で
、
愛

知
県
春
日
井
市
出
身
の
38
歳
、
現
役
の

頃
は
松
平
健
に
似
た
甘
い
マ
ス
ク
で

「
角
界
の
暴
れ
ん
坊
将
軍
」と
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
平
成
11
年
に
引
退
、
そ

の
後
立
浪
部
屋
を
継
承
。
現
在
は
若
手

育
成
に
励
ん
で
い
る
。

約
１
時
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
た
。　
　
　

 

猪
飼（
津
島
支
部
）

７
月
18
日
㈬
夕
方
６
時
、
津
島
支
部

の
組
合
員
10
人
と
子
供
３
人
で
、
大
相

撲
名
古
屋
場
所
中
の
立
浪
部
屋
（
北
名

古
屋
市
師
勝
町
高
田
寺
）を
訪
れ
、ち
ゃ

ん
こ
を
頂
い
た
。

す
で
に
他
の
来
客
者
で
会
場
は
埋
め

尽
く
さ
れ
て
お
り
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

会
場
内
の
座
敷
の
円
卓
に
座
る
と
、
そ

の
中
央
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
置
か
れ
そ
の

周
り
に
は
前
菜
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ジ
ャ

コ
、
そ
れ
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
炒
め
物
な
ど

が
置
か
れ
て
い
た
。
缶
ビ
ー
ル
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
飲
み
物
が

配
ら
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
ち
ゃ
ん
こ
鍋

が
運
ば
れ
て
き
た
。
各
自
が
目
の
前
に

後
全
員
の
前
で
発
表
出
来
た
。

最
後
に
西
三
板
金
連
合
会
で
決
ま
っ

た
今
年
度
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
急
ぐ

と
も
安
全
確
認
最
優
先
」
を
全
員
で
唱

和
し
勉
強
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

そ
の
後
、
部
屋
を
移
し
懇
親
会
と

な
っ
た
。
ま
だ
午
後
４
時
前
で
外
は
真

夏
の
太
陽
が
輝
い
て
い
る
。
そ
ん
な
折
、

ク
ー
ラ
ー
の
利
い
た
部
屋
で
冷
え
た

ビ
ー
ル
が
飲
め
る
幸
せ
。
こ
れ
ぞ
太
子

講
有
っ
て
の
モ
ノ
で
あ
る
。

高
橋（
碧
南
支
部
）

▲

リ
ー
ダ
ー
が
ま
と
め
を
発
表

▲

グ
ル
ー
プ
討
議

▲

立
浪
親
方（
後
列
右
か
ら
４
人
目
）、

猛
虎
浪
関（
後
列
左
か
ら
３
人
目
）

と
記
念
撮
影

▲ アツアツのちゃんこ鍋を突く参加者

立
浪
部
屋

ち
ゃ
ん
こ
鍋
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ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

尾
張
板
金
連
合
会

豊
田
支
部 

青
年
部

豊
田
支
部 

青
年
部

親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

編

集

後

記

７
月
各
支
部
の
動
き

私
が
所
属
す
る
碧
南
支
部
の
太
子
講

に
つ
い
て
久
し
振
り
に
記
事
（
同
号
３

ペ
ー
ジ
）
を
書
い
た
。
今
回
は
安
全
に

つ
い
て
の
勉
強
会
も
合
せ
て
開
い
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
７
月
は
行
事
が
少

な
く
記
事
不
足
が
予
想
さ
れ
た
為
も
あ

る
。こ

の
と
こ
ろ
労
働
安
全
の
講
習
会
が

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
が
受
講
者

は
少
な
い
。
今
後
は
支
部
の
会
合
等
に

合
せ
て
行
え
ば
大
勢
が
受
講
「
勉
強
」

出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い

も
込
め
て
記
事
に
し
た
。

こ
の
太
子
講
の
懇
親
会
で
改
め
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
出
席
者

が
若
い
』
と
い
う
事
だ
。
私
自
身
が
年

を
取
っ
た
せ
い
だ
け
で
な
く
、
数
人
の

二
世
が
親
父
の
代
わ
り
に
出
て
来
て
い

る
。
彼
ら
全
員
が
現
役
の
青
年
部
員
で

あ
る
。
さ
ら
に
組
合
員
本
人
で
あ
り
青

年
部
員
で
も
あ
る
者
や
最
近
青
年
部
を

卒
業
し
た
者
を
合
せ
る
と
ほ
ぼ
半
数
で

あ
る
。

隣
席
の
10
歳
年
上
の
先
輩
が
言
っ
た
、

「
わ
し
も
婿
さ
ん
を
出
さ
せ
る
つ
も
り

だ
っ
た
け
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
と
重
な
っ
て

な
」
と
。
世
代
交
代
が
着
実
に
進
ん
で

い
る
。
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。高

橋

七
月
二
十
六
日
㈭　

晴
れ

四
二
九
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会　

五
時
閉
会

豊
田
支
部
青
年
部
は
夏
の
恒
例
行
事

と
な
っ
た
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を

７
月
29
日
㈰
午
前
11
時
よ
り
、
刈
谷
市

井
ヶ
谷
町
の
小
林
農
園
に
て
行
い
ま
し

た
。青

年
部
長
の
小
倉
賢
一
氏
の
開
会
の

挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
来
て
い
た

だ
い
た
支
部
長
の
福
田
益
雄
氏
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
で
ジ
ョ
ッ
キ
の
ビ
ー
ル
を

ゴ
ク
リ
。
30
度
を
超
え
る
晴
天
に
恵
ま

れ
た
真
夏
の
昼
間
か
ら
飲
む
ビ
ー
ル
は

格
別
に
お
い
し
か
っ
た
。

同
業
者
で
あ
り
な
が
ら
普
段
な
か

な
か
家
族
間
で
の
交
流
が
な
い
板
金
業

界
に
お
い
て
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

は
家
族
ど
う
し
、
日
頃
僕
ら
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
奥
さ
ん
ど
う
し
の
交
流
と

親
睦
に
最
適
な
行
事
で
あ
る
。
青
年
部

の
行
事
だ
け
に
会
員
の
子
供
さ
ん
達
は
、

幼
児
か
ら
小
・
中
学
生
ば
か
り
。
中
に

は
「
結
婚
し
ま
し
た
。」
と
お
嫁
さ
ん
を

連
れ
て
参
加
の
人
や
、「
子
供
産
ま
れ
た

ん
で
す
。」
と
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
参
加

す
る
人
な
ど
、
会
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
知
る
格
好
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

今
年
は
７
家
族
25
人
が
参
加
し
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
途
中
、
渓
流

に
見
立
て
た
川
に
鮎
が
放
流
さ
れ
子

供
達
の
鮎
の
つ
か
み
取
り
が
始
ま
っ
た
。

水
着
を
着
た
子
供
達
は
一
斉
に
川
に
入

り
、
大
ハ
シ
ャ
ギ
で
鮎
を
追
い
か
け
て

７
月
６
日
㈮
、
名
四
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
尾
張
板
金
連
合
会
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ぺ
が
開
催
さ
れ
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
総
勢
11
名
が
参

加
し
て
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
た
。

そ
の
中
で
見
事
、
優
勝
に
輝
い
た
の

は
犬
山
支
部
の
小
川
国
雄
さ
ん
で
し
た
。

２
位
は
僅
差
で
津
島
支
部
の
河
野
幸
徳

さ
ん
で
し
た
。

次
回
の
開
催
時
に
は
ゴ
ル
フ
の
上

手
い
下
手
に

か
か
わ
ら
ず
、

親
睦
を
深
め

る
た
め
に
も

尾
張
連
合
の

み
に
限
ら
ず

多
数
の
参
加

者
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま

す
。

猪
飼

（
津
島
支
部
）

い
た
。
取
っ
た
鮎
は
す
ぐ
に
農
園
の
お

じ
さ
ん
が
串
焼
き
に
し
て
く
れ
、
み
ん

な
の
お
腹
に
収
ま
っ
た
。
最
後
に
は
全

員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
「
リ
ー

チ
！
」「
ビ
ン
ゴ
ー
！
」
と
声
を
上
げ
て
、

み
ん
な
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
手
に
満

足
気
な
表
情
だ
っ
た
。

小
倉
青
年
部
長
の
閉
会
の
挨
拶
に

よ
っ
て
平
成
19
年
度
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
は
終
了
し
た
。

こ
の
日
は
、
豊
田
お
い
で
ん
ま
つ
り

花
火
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
夜
は

花
火
を
見
に
行
く
と
い
う
家
族
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。
１
日
を
通
し
て
楽
し
い

思
い
出
が
残
せ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

に
な
っ
た
と
思
う
。
ま
た
来
年
も
よ
り

多
く
の
家
族
が
参
加
し
て
、
同
じ
気
持

ち
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
最
高
だ
と
思

う
。　
　
　
　
　

 

赤
池（
豊
田
支
部
）

中
村
支
部

17
日　

定
例
会 
10
名

・
職
人
展
に
つ
い
て
、
他

昭
和
支
部

８
日　

常
会 

12
名

・
秋
の
研
修
旅
行
に
つ
い
て
、
他

瑞
穂
支
部

１
日　

定
例
会 

18
名

熱
田
・
南
支
部

19
日　

定
例
会 

７
名

・
秋
の
親
睦
旅
行
に
つ
い
て

緑
支
部

７
日　

総
会 

５
名

尾
張
板
金
連
合
会

６
日　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

11
名

（
名
四
カ
ン
ト
リ
ー
）

春
日
井
支
部

10
日　

定
例
会 

11
名

・
納
涼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
及
び
連
合
会

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

津
島
支
部

５
日　

定
例
会 

７
名

11
日　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

９
名

（
優
勝　

鈴
木
昭
冬
）

18
日　

立
浪
部
屋
ち
ゃ
ん
こ 

13
名

小
牧
支
部

29
日　

支
部
会 

６
名

・
県
板
報
告
、
他

岡
崎
支
部

12
日　

役
員
会 

28
名

・
支
部
行
事
に
つ
い
て
、
他

碧
南
支
部

18
日　

青
年
部
定
例
会

22
日　

太
子
講
及
び
安
全
勉
強
会 

22
名

刈
谷
支
部

５
日　

三
役
会

14
日　

刈
谷
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
の
新
聞
に

　
　

支
部
の
広
告
掲
載

西
尾
支
部

13
日　

役
員
会 

10
名

・
集
団
検
診
に
つ
い
て
、
他

知
立
支
部

16
日　

定
例
会 

４
名

・
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て

知
多
支
部

27
日　

献
血
活
動

（
武
豊
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

東
三
支
部

９
日　

県
板
委
員
、
支
部
三
役
会 

10
名

（
レ
ス
ト
ラ
ン
芳
賀
）

30
日　

三
役
会 

７
名

▲

前
列
左
か
ら
２
人
目
が

優
勝
の
小
川
さ
ん


